
(1) 

2𝑥 + 5𝑦 = 175 ⇔ 2𝑥 = 5(35 − 𝑦) 

素因数の⼀意性より以下が成り⽴つ 

𝑥 = 5𝑛	, 𝑦 = 35 − 2𝑛 (𝑛:⾃然数) 

そして、𝑦:⾃然数であることを考えると 35 − 2𝑛 > 0	である必要があるから 

𝑛 = 1,2, … 17 のみあり得る 

よって、(𝑥, 𝑦)の組は 17 個存在する 

(2) 

(1)より𝑥 = 5𝑛と表せるため、𝑥	は	𝑛	に対して単調増加すると考えられる 

つまり、𝑥	の⼩さい⽅から 7 番⽬は	𝑛 = 7 の時だということ 

∴ (𝑥, 𝑦) = (35,21) 

(3) 

𝑥 = 5𝑛, 𝑦 = 35 − 2𝑛 ⇒ 𝑥𝑦 = 5𝑛(35 − 2𝑛) 

よって、5𝑛(35 − 2𝑛)の	(𝑛 = 1,2…17)での最⼤最⼩を考える 

5𝑛(35 − 2𝑛) ⇔ −10 7𝑛 −
35
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これを 𝑛 についての 2 次関数と⾒ると𝑛 = 9 で最⼤値	𝑛 = 17 で最⼩値となる 

∴ 最⼤値：765		(𝑛 = 9)		最⼩値：85		(𝑛 = 17) 

 

 


